
理論物理学特論1 龍谷大学理工学部数理情報学科 2003年 04月 16日樋口さぶろお2

2 ランダムウォーカーの位置の平均と分散
1次元のランダムウォークで, 確率 1/3 で x 7→ x − 1 確率 1/3 で x 7→ x 確率 1/3 で

x 7→ x + 1 というものを考える. 時刻 t = 0 には x = 0 にいたとする. このとき, 確率の
生成関数は

Z(s, t) =
(

1
3
s + 1

3
+ 1

3
s−1

)t
(1)

である.

これを用いて, 時刻 t での位置 x の平均と分散を求めよう. それぞれ, t の何乗に比例
する決定しよう.
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